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憑
檸
麒
製朝鮮の美を守った日本人、浅川巧の生き方に学ぶ「清里銀河

韓
日
の
車
の
根
交
流
が
、
活
発
に
行
わ
れ
て
い

¨

る
。
山
梨
で
は
韓
日
中
の
学
生

・
市
民
が
参
加
す
る

「
第
１１
回
清
里
銀
河
塾
」
が
、
こ
の
ほ
ど
開
催
さ
れ

た
。
小
澤
龍

一
・
同
塾
長
代
行
に
文
章
を
寄
せ
て
も

ら
っ
た
。
東
京
で
は
，
月
１８
日
か
ら
国
際
交
流
ミ
ュ

―
ジ
カ
ル

『
パ
パ
の
誕
生
日
』
が
上
演
さ
れ
る
。

北
東
か
ら
仰
ぐ
延
辺
朝
鮮
族

自
治
州
。
こ
の
地
の
朝
鮮
族

は
、
大
国
に
挟
ま
れ
日
々
緊

張
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
延

辺
朝
鮮
族
自
治
州

・
北
朝
鮮

。
韓
国

・
在
日
に
裂
か
れ
た

朝
鮮
民
族
の
苦
悩
。
言
葉
を

翌
日
は

「浅
川
兄
弟
ゆ
か

り
の
地
を
探
訪
」
資
料
館
で

澤
谷
学
芸
員
か
ら
浅
川
巧
の

生
き
方
を
学
び
、
さ
ら
に
、

ポ
ー
ル

一
ラ
ッ
シ
ュ
記
念
セ

ン
タ
■
で
ポ
ー
ル

・
ラ
ッ
シ

ュ
に
つ
い
て
学
ぶ
。

韓
国
か
ら
駆
け
付
け
た

「浅
川
巧
顕
彰
会
」
の
方
々

８
名
に
講
師
、
塾
長
、　
一
般

参
加
者
も
加
わ
り
、
２
泊
３

日
の
ま
と
め
の
討
議
は

「
国

境
を
超
え
た
友
情
を
実
現
す

る
に
は
、
何
が
大
切
か
」
が

テ
■
マ
で
あ

っ
た
。
秀
林
外

語
専
門
学
校
の
学
生
と
共
に

班
別
討
議
が
始
ま

っ
た
。
私

が
参
加
し
た
班
で
は
日
本
人

の
曖
昧
さ
が
指
摘
さ
れ

、

「
日
本
人
は
何
を
考
え
て
い

る
か
分
か
り
に
く
い
。
民
族

の
産
を
越
え
た
交
流

・
友
情

を
実
現
す
る
に
は
、
自
分
の

考
え
を
伝
え
、
相
手
を
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
」
と
韓
国

。
中
国
の
学
生
は
語
る
。

そ
れ
に
対
し
、
相
手
の
事

を
考
え
、
な
か
な
か
語
れ
な

い
と
日
本
の
学
生
。
学
生
の

語
ら
い
に
耳
を
傾
け
て
い
た

顕
彰
会
の
朴
さ
ん
が
、

「
日

本
に
い
る
間
に
、
日
本
の
文

化

を
し

っ
か
り
学
ぶ
よ
う

に
」
と
論
す
よ
う
に
留
学
生

に
語
り
掛
け
た
。

日
本
人
の
曖
昧
さ
の
裏
に

は
、
相
手
を
思
う

「間
の
文

化
」
や
調
和
を
求
め
る
側
面

が
あ
る
好
意
的
な
助
言
で
あ

る
。
討
議
の
ま
と
め
発
表
で

Ｄ
班
の
代
表
は
、
東
ア
ジ
ア

の
民
は
皆
同
じ
モ
ン
ゴ
ロ
イ

ド
、
次
代
は
国
境

。
国
籍
に

縛
ら
れ
る
時
代
で
は
な
い
と

班
の
ま
と
め
を
発
表
し
た
。

３
日
目
は
日
本
最
大
の
国

立
野
辺
山
天
文
台
を
見
学
し

た
。
銀
河
輝
く
宇
宙
は
誰
の

も
の
で
も
な
い
と
塾
長
の
河

正
雄
氏
は
語
る
。

歴
史
認
識
を
欠
落
さ
せ
る

数
々
の
妄
言
や
そ
れ
と
運
動

す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

（憎

悪
表
現
）
に
よ
り
、
人
間
の

尊
厳
が
削
が
れ
る
よ
う
な
日

々
が
続
い
て
い
た

。
し
か

し

、
こ
の
２
泊
３
日
の
塾

で
、
日
韓
中
の
若
者
の
清
々

し
い
感
性
に
接
し
、
彼
等
こ

そ
こ
れ
か
ら
の
歴
史
の
形
成

者
と
し
て
育

っ
て
い
く
こ
と

を
確
信
し
た
。

（小
澤
龍

一

。
清
里
銀
河
塾
長
代
行
）
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■
清
塁
銀
河
塾
」
は
、
在

日
２
世
の
河
正
雄
氏
の
私
塾

で
あ
り
、
′今
年
で
Ｈ
回
目
を

迎
え
る
。
河
正
雄
氏
は
浅
川

巧
の
生
き
方
、
ポ
ト
ル

・
ラ

ツ
シ

ュ
と
の
出
会
い
の
体
験

を
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と

が
日
韓
を
繋
ぐ
種
に
な
る
こ

と
に
望
み
を
託
し
て
き
た
。

第
１１
回
清
里
銀
河
塾
の
参
加
者
た
ち

今
回
、
講
師
を
神
林
留
学
生
　
選
ん
で
語
る
。
四
分
割
に
裂

奨
学
会
理
事
長
の
神
林
章
夫
　
か
れ
た
朝
鮮

統

一
に
触
れ

氏
に
お
願
い
し
た
。　
　
　
　
ず
、
孫
文
た
ち
に
よ
り
清
朝

神
林
氏
は
信
州
大
学
経
済
　
が
倒
れ
た
時
代
の
歴
史
を
学

学
部
長
時
代
、　
一
芸
入
試
を
　
ぶ
重
要
さ
を
呼
び
か
け
、
さ

導
入
、
偏
差
値
で
輪
切
り
さ
　
ら
に

『
‐１
９
８
４
』
と
題
し

れ
る
入
試
制
度
に
風
穴
を
開
　
た
本
を
紹
介
し
た
。
１
０
０

け
、
さ
ら
に
大
学
の
閉
鎖
的
　
年
前
に
書
か
れ
た
本
で
あ

体
質
を
打
破
す
べ
く
、
外
部
　
る
。
新
興
す
る
ド
イ
ツ
の
合

講
師
を
採
用
、
香
　
頭
に
西
欧
列
強
の
不
安
は
募

港
出
身
の
ア
グ
ネ
　
リ
、
既
得
権
保
持
の
た
め
列

ス
チ
ャ
ン
を
講
師
　
強
は
同
盟
を
強
化
す
る
。
や

と
し
、
話
題
を
呼
　
が
て
、
新
興
パ
ワ
ー
に
対
す

ん
だ
。

「学
問
は
　
る
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
暴

全
て
の
人
に
開
か
　
走
。
西
欧
の
火
薬
庫
、
バ
ル

れ

ね
ば

な

ら
な
　
カ
ン
半
島
で

一
発
の
銃
声
が

い
」
が
氏
の
信
念
　
鳴
り
、
温
も
り
に
浸

っ
て
い

で
あ
る
。　
　
　
　
た
民
衆
も
第

一
次
世
界
大
戦

神
林
氏
が
、
講
　
に
飲
み
込
ま
れ
て
ゆ
く
。

演
の
冒
頭
、
延
辺
　
　
平
和
の
裏
側
で
合
頭
す
る

朝
鮮
族
自
治
州
を
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
波
、
そ

取
り
あ
げ
た
。
　

　

の
波
が
戦
争
と
社
会
主
義
革

植
民
地
時
代
、
　

命
そ
し
て
管
理
社
会
を
誘
発

抗
日
拠
点
の
地
、
　

す
る
こ
と
を
予
雷
す
る
本
で

満
州
族

・
朝
鮮
族
　
あ
る
。
新
興
パ
ワ
ー
に
対
す

に
と

っ
て
、
自
治
　
る
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動

州
の
西
甫
に
簿
え
　
き
、
今
日
が
１
０
０
年
前
と

る
長
自
山

（自
頭
　
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆

山

）
は

聖

な

る
　
し
、
歴
史
か
ら
教
訓
を
学
ぶ

山
。
聖
な
る
山
を
　
大
切
さ
を
若
者
に
語

っ
た
。


